
    袖ヶ浦市地域公共交通活性化協議会    

○待合施設整備 

○新たな公共交通（デマンド型交通）システムの導入 

概 要  

平成２１年１１月 ５日設置 
平成２２年 ３月２３日連携計画策定 

公共交通の空白地域となっている平川地区において、高齢者等の
交通弱者や地域住民の利便性の向上を図るため、デマンド型乗
合タクシーを運行する。 

乗合タクシーの共通エリアでもある路線バスの停留所について、
上屋を設置し、待合環境を整備する。 

 平成１９年度から２０年度にかけ市内公共交通の現況把握と問題点・課題の整理等を行った結果、市内の交通空白地において運行する循環バス
「ガウラ号」を見直し、代わりに新たな公共交通システムの導入を検討することとなった。 
 平成２１年度に新たな公共交通システムとしてデマンド型乗合タクシー（区域運行型）を採用することでその運行方法等の検討を行い、平成２２年１０
月より運行を開始することとした。 


